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ABSTRACT
The integral beam t irae of the JAERI-LINAC was 1891 hrs in 1985, more 

than 80% of which was for s ta tiona 1 operation of G00 pps for neutron cross 
sect ion measurements and the rest of wh ich was for neutron defraction and 
y~ray irradiation, A new research project related to the development of 
low energy neutron mirror for the research reactor started this year.
The causes of t roub les happened last year are listed. The improvements 

are as follows;1 ) Design and construct ion of a new buncher and prebuncher,
2) The stabilizer for the AC power supply to the filament of klystron and 
thyratron9 3) The temperature control circuit of the accelerator structure.

運要と整憊
1985年 に お け る 原 研 120MeV電 子 直 線 加 速 器 （リ ニ ア ツ ク ） は ，主 と し て 熱 中 性 子 か ら  

MeV領 域 の エ ネ ル ギ ー ス ぺ ク 卜 ラ ム を 持 つ 強 い 強 度 の 中 性 子 を 発 生 す る た め 運 転 さ れ た 。 
全 体 の 運 転 時 間 の 8 3 % は ，パ ル ス 幅 25nsで パ ル ス 繰 返 し 600ppsの 中 性 子 断 面 稹 測 定 の た め  
に 用 い ら れ た e

新 し い 研 究 テ ー マ と し て は ，J R R — 3 改 造 炉 か ら 熱 中 性 子 を 導 く た め の 中 性 子 鏡 の 開  
発 実 験 が 始 め ら れ た 。 こ の 運 転 時 間 は 1 0 %で ，他 に 中 性 子 回 折 実 験 に 3 % が 使 用 さ れ た 《 

1985年 4月 か ら 1986年 3月 ま で の 研 究 テ ー マ 毎 の 運 転 状 況 を Tabie-Lに 示 す 。運転時間 
は 前 年 度 に 比 較 し て 3 0 % の 増 加 で あ っ た 。

次 年 度 に は ，新 テ ー マ の 中 性 子 鏡 の 開 発 実 験 も 引 続 き 行 わ れ る 他 に ，単 色 陽 電 子 ビ ー ム  
発 生 と 材 料 の 研 究 ，極 低 温 照 射 装 置 を 用 い た 電 子 照 射 に よ る 物 性 の 研 究 ， 自 由 電 子 レ ー ザ  
一 開 発 の た め の リ ニ ア ッ ク ビ ー ム 特 性 測 定 法 の 開 発 な ど が 計 画 さ れ ，一 部 の 実 験 装 置 は 製  
作 と 搬 入 据 付 が 行 わ れ て い る 。

Table 1 Machine Time and Qjtput Beam for Researcn Programs m  1985

Research Program Time
(h)

Ratio
(%)

Energy
(MeV)

Rate
(pps)

Length Ave.Current 
(nsec) (/i A)

Neutron Cross Section 1579 83,4 120 300〜600 25 48
CTime of Flight Method)
Solid State Physics 60 3,2 100 150 1000 35
(Neutron Diffraction)
Development of Research Reactor 197 10. 4 100 50 1000 18
(Development of Neutron Mirror)
Radioisotope Production 18 L0 60 150 1000 20

Tuning and Test Operation 37 2.0 SO 〜120 50 〜600 25〜1000 53

Total 1891 100. 0
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Table 2 Causes of Troubles with Main Apparatuses of Linac in 1985

装置の改良
今 年 度 に 改 良 し た も の は ， （1 ) 新 規 バ ン チ ャ ー ， プ リ バ ン チ ャ ー の 製 作 。 （2) クライス 

卜 ロ ン な ど の 大 型 電 子 管 フ イ ラ メ ン ト A C 入 力 電 源 の 自 動 コ ン 卜 ロ ー ル 回 路 の 製 作 e (3) 
加 速 管 温 度 コ ン 卜 U — ル 回 路 の 製 作 0 更 に ，前 年 度 に 引 続 き ， （4) イ ン タ ー ロ ッ ク 回 路 の  
80点 を 新 イ ン タ ー ロ ッ グ 回 路 1)と し た e ( 5 )サ イ ラ ト ロ ン 5C22を 用 い た ト リ ガ ー 増 幅 回 路  
5 台 を S C R ト リ ガ ー 駆 動 回 路 2) と し た 。 （6 ) ビ ー ム 直 進 部 全 部 の 集 束 電 磁 石 ， Q 磁石の 
直 流 安 定 化 電 源 （デ ー タ を 計 算 機 で 読 み と れ る イ ン タ ー フ ヱ ー ス 付 ） を 更 新 し た 。

1 ) バ ン チ ャ ー 及 び プ リ バ ン チ ャ ー の 製 作
現 用 の バ ン チ ャ ー 及 び プ リ バ ン チ ャ ー は ，製 作 さ れ て か ら 9年 が 経 過 し 空 胴 の 内 壁 も 汚

Table 3 Comparison spec i f ica t ions be tween the new bunche r and old buncher

Old Buncher New Buncher

Type 3 step cons tant gradient 3 step cons tant gradient
Center of Frequency 285G. 5±0. 05MHz 2856. 5±0. 05MHz
Mode 2/3 % 2/3 %
Phase Deviation 土 40 土 3°
Q Value >12000 >12000
VSVR fo 1:1*05 fo 1:1.05

fo± 1.5MHz 1:1.1 fo±lMHz 1:1.1
Input Power 8MW max 12MW max
Magnet ic Field (Center 1000 Gauss 1500 Gauss
of wave guide ax is) 
Number of Cavities 2 1 (Including 2 coupler) 2 1 (Includ ing 2 coupler)
Meehanical Size of (1)777rara long (1)777rara long
Accelerator Wave Guide (2) t 5. 84rara (2) t 5. 84ram

(3)D 2G. 25 〜 30. 79mrn (3)D 26. 25 〜 3(L79rmn
(4) 2a 28. 6〜 25. 2rara <j> (4)2a 26.8〜 24.2roro0

Accelerator Beam 0. GA at pulse width 2 \i sec 1A at pulse width 1 只 sec *
4A at pulse width 30nsec 5A at pulse width 30nsec*
6A at pulse width lOnsec 15A at pulse width lOnsec *

No Load Energy 5MeV 7MeV

* These values are not experimentally confirmed.

Induct ion Regulator AC 3 0 200V ± 200V llOkVA 1 Poor Isolation

SIidac AC 3 0 0〜 200V 40kVA 1 Poor Isolation

Transforn^r AC 3 0 200V: 15kV 2. 5A 1 Layer Short
Heat Exchanger 7501/rain 500,OOOkcal/h 1 Electrolytic
for Klystron cooling Corrosion

Klystron Focus Coil DC 100V 20A 2kW 2 Poor isolation

Charging Choke Coil 50kV G. 8A peakg 600pps 3 Poor isolation

Klystron RF 21MW peak, 53dB 2 Life end,Vacuum

Thyratron 50kVf5000A peak 1 Life end

W Window RF 21MW peak,duty IxlO"3 1 Vacuum leak(pin

Condenser (P. F. N.) 50kV，3000A peak 4 Poor Isolation

Apparatuses Spec ification Number Cause Manufactured

電
め◎こ

 

.た
た
る 

る
た
れ
せ 

あ
つ
さ
さ

で
あ
用
力

の
で
使
入 

ち
2

ぎ
を 

た
N

続
F
 

し
が
引

R
 

ク
ス
で
し 

1

ガ
気
復 

リ
ク
排
快 

に
フ
グ
が 

系
リ
ン
空 

空
が
ジ
真 

真
た

I

で
 

全
つ

H

日

が
あ
し

3
 

ス
で
出

~ 

ガ
中
ス

2
 

C
V
I

灯
ガ
く 

N

点
の
な 

の
に
間
が 

}

°c

週
害 

2

00
1

被 

cr
a

lo

，ど 

g/
め
ず
ん 

k

た
け
と 

3

の
受
ほ 

~

中
を
，

5

転
傷
は 

2

運
損
統 

{

，の系 

圧
は
ど
管 

加
ド
な
速
。
 

管

一

解
加
た 

波
ソ
分
，き 

導
力
，管
で 

，
銃
化
波
が 

き
子
酸
導
と

97:
95S
95J
981

7 

8 

9
 

9

4L 

1
A

1

i 

1

4 

1

A 

<

£ 

C

 
3 

1
8
&

7 

7 

8 

8 

7 

7 

9
 

9
 

9
 

9
 

9
 

9



れ て い る た め 性 能 向 上 の た め 新 た に 製 作 し た 。新 旧 の 諸 元 を Table-3 に 示 す 。主 要 な 改 良  
点 は ，空 胴 の 2 a を 現 用 の も の よ り 小 さ く し た こ と ，バ ン チ ャ ー の 加 速 軸 上 の 集 束 磁 界 を  
5 0 %大 き く し た こ と ，プ リ パ ン チ ャ ー の Q 値 を 2 倍 と し た こ と ， プ リ バ ン チ ャ ー 入 口 ， 出 
ロ の 集 束 コ イ ル 磁 界 を 3 0 %増 加 し 組 立 が 容 易 な 構 造 と し た こ と で あ る 。外 形 寸 法 は 現 用 と  
同 じ と し ，据 付 に 当 た り 入 射 系 の 改 造 を 必 要 と し な い 構 造 と し た 。

製 作 は 三 菱 電 機 が 行 い ， 198S年 3月 末 に 納 入 さ れ た 受 入 れ 検 査 で の 低 電 力 試 験 で は 一 部  
を 除 き ほ ぼ 仕 様 の と お り 製 作 さ れ た 。Photo-1は 受 入 れ 時 の バ ン チ ャ ー 入 力 V S W R であ 
る。

ト 0 LEVEL

X-Axis 1.5 MHz/div 
Y*~Axis 1 roV/div

Picture 1 The upper curve shows the VSWR, where the frequency 
of the microwave was modulated by FM (50Hz)•
In tbe lower curve, the dip corresponds the center
frequency of 285G.74 MHz in the air.

2 ) 大 型 電 子 管 フ ィ ラ メ ン 卜 入 力 A C 電 源 自 動 コ ン 卜 ロ ー ル 回 路 の 製 作
従 来 の 回 路 は ， ク ラ イ ス 卜 ロ ン ITT - 85686本 ，サ イ ラ ト ロ ン KU-275C 7 本 ，小型サイラ 

卜ロン5C22 8 本 ， そ の 他 真 空 管 な ど の フ ィ ラ メ ン ト の 入 力 A  C 電 源 を リ ニ ア ッ ク コ ン 卜 ロ  
一 ル 電 源 投 入 時 に モ ー タ 駆 動 の 5 k V A 2台 の ス ラ イ ダ ッ ク を 自 動 昇 （降 ） 圧 し て A C 電力 
を 供 給 す る 方 式 で ， A C 電 圧 の コ ン ト ロ ー ル は 行 っ て い な か っ た 。

リ ニ ア ッ ク の 改 良 が 進 み ，小 型 サ イ ラ 卜 口 ン や 真 空 管 を ほ と ん ど 用 い な く な っ た の と ， 
負 荷 の 変 動 で ス ラ イ ダ ッ ク の A C 出 力 電 圧 が 変 化 す る の を 防 ぐ た め ，新 た に 回 路 を 製 作 し  
た 。 こ の 回 路 は，10 kVAの ス ラ イ ダ ッ ク を モ ー タ 駆 動 す る 方 式 で ， A C 出 力 電 圧 測 定 の デ  
ジ タ ル メ ー タ ー の 設 定 信 号 と マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ （SBZ80-2 ) を 接 続 し て ， スライダッ 
ク モ ー タ を 制 御 し A C 定 電 圧 を 出 力 す る 。 こ の 回 路 電 圧 は ，長 時 間 で AC100V±0.2V以下 
の 出 力 が 得 ら れ て い る 。 10ヶ 月 以 上 使 用 し て い る が 故 障 も な く 良 い 結 果 を 得 て い る 。

3 ) 加 速 管 温 度 コ ン 卜 ロ ー ル 回 路 の 製 作
こ の 回 路 は ，加 速 管 冷 却 塔 温 度 コ ン ト ロ ー ル 系 と は 別 に ， 1 本 の 加 速 管 冷 却 回 路 に 5kW 

の ヒ ー タ ー が 組 込 ま れ て い る 。 リ ニ ア ッ ク の ス タ ー ト 時 に ，使 用 温 度 40°Cに 速 や か に 上 昇  
す る よ う 冷 却 水 が ヒ ー タ ー に よ リ 加 熱 さ れ る 。製 作 し た 回 路 は ，簡 易 な 温 度 調 節 器 E 5 B 
(オ ム ロ ン ） と P t 測 温 抵 抗 体 を 組 合 せ ，入 力 A C 電 源 の 電 磁 開 閉 器 を 動 作 さ せ る 簡 単 な  

方 式 と な っ て い る 。 こ の 温 度 調 節 器 は ， リ ニ ア ッ ク の R F 出 力 が な い と き （STANDBY) に 
動 作 し て ヒ ー タ ー に 通 電 さ れ る よ う 設 定 温 度 を 35て と し て い る 。 こ れ に よ り ， ビーム発生 
ま で の コ ン 卜 ロ ー ル 制 御 時 間 が 25分 か ら 15分 に 短 縮 さ れ た 。
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